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現場の熱と理論の深みを一冊に
――課題追求・国際理解・探究学習の最前線を射抜く、
　　教育現場必携の“未来を拓く”指南書！
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教育の実践と理論の往還を求めて
日本学校教育学会 実践研究委員会での学びから

本書は、日本学校教育学会実践研究委員会が3年間にわた
るオンライン〈オープン実践研究会〉や研修の成果を結
晶させた総まとめです。
テーマは課題追求型授業・国際理解教育・探究学習の三
本柱。小学校から大学までの最新実践を、研究論文9本＋
実践記録1本に凝縮し、授業改善から学校改革までを貫く
ヒントを提示します。ESD／SDGsを組み込んだ探究や全
員参加の授業づくりなど、グローバル時代に求められる
視点と手法も網羅。
理論と実践が往還するリアルな知見が、子ども・教師・
地域の未来を力強く後押しする一冊です。

第Ⅰ部　日本学校教育学会　実践研究委員会の活動記録
・実践研究委員会の活動概要　（中山　博夫）
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第Ⅱ部　日本学校教育学会　実践研究委員会の研究活動
・私論、教育の実践と理論の往還・融合　（多田　孝志）
・斎藤喜博の「実践」に関する研究　―島小時代の人間解放の「実践」に注目して―　（中山　博夫）
・学校における授業の組織化に関する一考察　（西尾　理）
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・学習指導要領の変遷と現代の教育課題に対応した探究学習における指導体制の在り方
　―個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指して―　（醍醐　身奈）
・文学の授業でイメージ変化を確実にさせる要因　―高次の情動をつくる文学の授業―　（佐藤　栄太郎）
・「わたし」はどこにいるかを巡るイメージギャップを考える
　―小説『雪国』の冒頭文に基づく初年次教育を事例として―　（守内　映子）
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